
令和 5 年度 事業計画 

 

 令和 5 年度も引き続き、へら鮒釣りのプロスポーツ化及びアマチュアの普及振興を通じ、

地域住民の健康の保持増進、余暇活動の充実並びに青少年の健全な育成に寄与する事業を

行う。 

 

１．プロライセンス認定事業 

【内容】ＪＨＰＡ公認による資格の認定登録を行う。理事会において、随時認定を行う。 

【対象者】へら鮒釣り経験者（経験５年以上又はクラブ推薦者） 

【募集方法】釣り新聞、雑誌、各釣具店、認定池等を通じてチラシを配布するほか、当社団

のホームページにおいて募集する。プロ認定者には、賞状・ライセンスカード・協会バッヂ

を授与する（別途料金）。 

 

２．講座、セミナー及び育成事業 

【内容】資格付与後についても継続的に要請のための研修を行い、新しい情報の共有や技術

並びに指導技術の資質向上を図る。また、へら鮒釣りを通じて、他人とふれあいコミュニケ

ーションを深め、釣りスポーツの楽しさやルールを守ることの大切さなど、実体験をもって

児童及び青少年の健全な育成を目的とする。 

 

１）スクール事業 

【内容】定期的にへら鮒釣り未経験者に対し教室を開く事で、へら鮒釣りに興味をもっても

らう。 

【対象者】へら鮒釣り経験者又は未経験者 

【募集方法】釣り新聞、雑誌、各釣具店、管理池等を通じてチラシを配布するほか、当社団

のホームページにおいて募集する。 

 

３．社会貢献・普及事業 

【内容】へら鮒釣りの普及振興のために、近隣住民と協力しながら行っていく事業である。

へら鮒釣りは誰でもが一生を通じて楽しむことができる生涯スポーツであり、特に高齢者

の余暇活動の充実や健康の保持増進など国民生活の実現に寄与していくものである。 

 

１）釣り堀事業 

【内容】当協会が認定するへら鮒釣り場において、今後高齢化が進んでいくなかで健康の保

持増進や余暇活動に寄与し、またスポーツの一環として活動していく。プロ・アマ関係なく

釣りを手軽に楽しむ娯楽の場所である。また日々の練習の場であったり、地区交流の場など

コミュニケーションが取れる場所となっている。また一般者やファミリー（親子）などに釣

り体験を実施し、当協会の指導員が指導にあたる。 



子ども育成事業の一環として、へら鮒釣りの体験を企画しており、、今期はいなべ市放課後

子供教室にて、へら鮒釣り体験教室を行い、小学１年生から６年生にへら鮒釣りの無料体験

教室を、７月から１０月の 4 ヵ月間４回実施する。尚雨天の場合は中止とする。 

【対象者】一般の方。 

 

４．競技大会に関する事業 

【内容】競技大会を通じて、広範なアマチュアが日頃鍛えた実力を発揮できる環境を作り、

その上として誰もが憧れるプロの大会を開催する。また、誰もが参加できるオープンな大会

なども開催し、プロと一緒に競う事で、技術の向上などを図る。また、大会の規模により制

限（プロが参加出来る等）を設け、広く一般に誰もが参加していただけるように努めてまい

ります。なお、当事業を開催するに当たり、「当せん金付証票の発売、釣りに関するマナー

の教育、釣りに関する資格の検定の実施及び認定、技芸・スポーツ又は知識の教授等」に関

し、「ＪＨＰＡ 日本へら鮒プロ認定協会」の商標登録を行っています（登録第４７０２４

００号）。 

 

１）ＪＨＰＡ主催の競技大会 

【内容】当協会は、アマチュアでも参加できる協議会を開催し、一部プロのみが参加できる

協議会も開催する。 

 

【アマチュア向け】 

〇一般者へら鮒釣り大会 

誰もが参加できる大会であり、自分の力を発揮できる場所となっている。開催は当協会の認

定池で年１１回行う。 

 

【プロ向け】 

〇ＪＨＰＡトーナメント大会 

参加選手全員で一日を通し釣りをして総重量で勝敗を決めるオーソドックスな対戦となっ

ています。審判員の人数の振り分けは、３０名に対して審判員は２～３名が必要である。当

協会の認定池で年５回開催する。 

〇マッチプレー勝抜きトーナメント大会 

１対１の対戦でのトーナメント勝抜き戦で３時間を目途に１５枚早く釣った時点で競技終

了となる。総重量勝負で早く釣った選手が勝つという気の抜けない競技であり、総重量勝負

のため、１５枚釣れなくても勝抜ける可能性もあり、見ごたえのある競技となっている。審

判員は１組で１人となるため、参加人数が多いほど審判員も必要となる。開催は当協会の認

定池で行う。 

【対象者】一般の方又はプロライセンス取得者 







（単位：円）
科　　　　目 公益目的事業会計 法人会計 合計

Ⅰ  一般正味財産増減の部
   1. 経常増減の部
     (1)経常収益
        ①受取会費
            受取会費 110,000 110,000 220,000
        ②事業収益
            施設管理事業収益 3,119,687 3,119,687
            競技大会事業収益 121,000 121,000
        ③受取寄付金
            受取寄付金 396,659 396,659 793,318
        ④雑収益
            受取利息 14 14
            雑収益 119,228 119,228
        経常収益計 3,866,588 506,659 4,373,247
     (2)経常費用
        ①事業費
            給料手当 852,785 852,785
            福利厚生費 299,363 299,363
            物品仕入 483,698 483,698
            手数料 96,615 96,615
            旅費交通費 40,440 40,440
            通信運搬費 391,016 391,016
　　　　　　水道光熱費 158,072 158,072
            減価償却費 37,859 37,859
            消耗品費 351,614 351,614
            車両維持費 268,046 268,046
            修繕費 75,317 75,317
            賃借料 0 0
            保険料 91,560 91,560
            施設管理費 0 0
            賞金賞品費 350,164 350,164
　　　　　　特許使用料 96,840 96,840
            雑費 376,100 376,100
          事業費計 3,969,489 0 3,969,489
        ②管理費
            給料手当 120,000 120,000
　　　　　　通信運搬費 0 0
　　　　　　消耗品費 32,042 32,042
　　　　　　租税公課 0 0
　　　　　　修繕費 0 0
            会議費 59,820 59,820
            渉外費 17,400 17,400
            減価償却費 2,854 2,854
            賃借料 0 0
            雑費 32,955 32,955
          管理費計 0 265,071 265,071
        経常費用計 3,969,489 265,071 4,234,560
          当期経常増減額 △ 102,901 241,588 138,687
   2. 経常外増減の部
     (1)経常外収益
        経常外収益計 0 0 0
     (2)経常外費用
        経常外費用計 0 0 0
          当期経常外増減額 0 0 0
          税引前当期一般正味財産増減額 △ 102,901 241,588 138,687
          法人税、住民税及び事業税 0 0
          当期一般正味財産増減額 △ 102,901 241,588 138,687
          一般正味財産期首残高 2,049,163
          一般正味財産期末残高 2,187,850
Ⅱ  指定正味財産増減の部
          当期指定正味財産増減額 0 0 0
          指定正味財産期首残高 0
          指定正味財産期末残高 0
Ⅲ  正味財産期末残高 2,187,850

正味財産増減計算書

令和 4年 4月 1日 から令和 5年 3月 31日 まで





 

 財産目録 

財 産 目 録 
令和 5 年 3 月 31 日現在 

                                     （単位：円） 

貸借対照表科目 場所・物量等 使用目的等 金額 

（流動資産） 

 

 

 

 

 

   

現金 

預金 

 

 

 

 

積立金 

 

 

立替金 

 

手元保管 

 

普通預金 

桑名三重信金員弁支店 

 

 

 

普通預金 

桑名三重信金員弁支店 

 

手元保管 

 

運転資金として 

 

運転資金として 

運転資金として 

運転資金として 

 

 

へら鮒購入資金として 

 

 

運転資金として 

 

17,408 

 

925,964 

42,076 

404,780 

 

 

65,000 

 

 

47,000 

流動資産合計   1,502,228 

（固定資産） 

特定資産 

 

そ の 他 固

定資産 

 

 

特許積立資産 

 

 

建物 

 

 

構築物 

 

 

器具・備品 

 

 

ゆうちょ銀行 

 

 

いなべ市大安町 

２３５６ 

 

いなべ市大安町 

    ２３５６ 

 

いなべ市大安町 

    ２３５６ 

 

 

公益目的事業の積立資産であり、特許権の

更新の支払いのため管理されている預金 

 

公益目的保有財産であり、公益目的事業に

使用している。 

 

公益目的保有財産であり、公益目的事業に

使用している。 

 

公益目的保有財産であり、公益目的事業に

使用している。 

 

 

174,320 

 

 

79,174 

 

 

 1 

 

 

432,127 

固定資産合計  685,622 

資産合計 2,187,850 

（流動負債） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

流動負債合計  0 

（固定負債）     

固定負債合計  0 

負債合計 0 

正味財産 2,187,850 

 



（単位：円）

科　目　名 当年度 前残高 増    減

Ⅰ　資産の部

　1.流動資産

　　　　現金 17,408 23,741 -6,333

　　　　普通預金 1,372,820 1,552,493 -179,673

　　　　積立金 65,000 80,000 -15,000

　　　　立替金 47,000 41,500 5,500

　　流動資産計 1,502,228 1,697,734 -195,506

　2.固定資産

　(2)特定資産

　　 　　特許積立資産 174,320 253,221 -78,901

　　 特定資産計 174,320 253,221 -78,901

　(3)その他固定資産

　　 その他固定資産計

　　　　 建物 79,174 98,207 -19,033

　　　　 構築物 1 1 0

　　 　　器具・備品 432,127 0 432,127

　　 その他固定資産計 511,302 98,208 413,094

　　固定資産計 685,622 351,429 334,193

　資産の部計 2,187,850 2,049,163 138,687

Ⅱ　負債の部

　1.流動負債

　　　　未払法人税等 0 0 0

　　流動負債計 0 0 0

　2.固定負債

　　固定負債計 0 0 0

　負債の部計 0 0 0

Ⅲ　正味財産の部

　1.指定正味財産 0 0 0

　2.一般正味財産 2,187,850 2,049,163 138,687

　正味財産の部計 2,187,850 2,049,163 138,687

　負債及び正味財産計 2,187,850 2,049,163 138,687

貸　借　対　照　表
令和　　５年　　３月　３１日　現在



財務諸表に対する注記 

 

１. 継続事業の前提に関する注記 

 

２．重要な会計方針 

(1) 消費税等の会計処理 税込処理によっている。 

３．会計方針の変更 

 変更なし。 

４．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高 

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。 

（単位：円） 

科 目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 

特定資産 

特許積立資産 253,221 17,939 96,840 174,320 

合 計 253,221 17,939 96,840 174,320 

 

５．基本財産及び特定資産の財源等の内訳 

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。 

（単位：円） 

科 目 当期末残高 

（うち指定正

味財産からの

充当額） 

（うち一般正

味財産からの

充当額） 

（うち負債に

対応する額） 

特定資産 

特許積立資産 174,320 － 174,320 － 

合 計 174,320 － 174,320 － 

 

６．重要な後発事象 

７．その他 

 

附属明細書 

１．基本財産及び特定資産の明細 

      財務諸表に対する注記「4. 基本財産及び特定資産の増減額及びその残高」に記載し

ている。 

 

２．引当金の明細 

        引当金は経常していないため省略する。 



令和 4 年度 事業計画 

 

 令和 4 年度も引き続き、へら鮒釣りのプロスポーツ化及びアマチュアの普及振興を通じ、

地域住民の健康の保持増進、余暇活動の充実並びに青少年の健全な育成に寄与する事業を

行う。 

 

１．プロライセンス認定事業 

【内容】ＪＨＰＡ公認による資格の認定登録を行う。理事会において、随時認定を行う。 

【対象者】へら鮒釣り経験者（経験５年以上又はクラブ推薦者） 

【募集方法】釣り新聞、雑誌、各釣具店、認定池等を通じてチラシを配布するほか、当社団

のホームページにおいて募集する。プロ認定者には、賞状・ライセンスカード・協会バッヂ

を授与する（別途料金）。 

 

２．講座、セミナー及び育成事業 

【内容】資格付与後についても継続的に要請のための研修を行い、新しい情報の共有や技術

並びに指導技術の資質向上を図る。また、へら鮒釣りを通じて、他人とふれあいコミュニケ

ーションを深め、釣りスポーツの楽しさやルールを守ることの大切さなど、実体験をもって

児童及び青少年の健全な育成を目的とする。 

 

１）スクール事業 

【内容】定期的にへら鮒釣り未経験者に対し教室を開く事で、へら鮒釣りに興味をもっても

らう。 

【対象者】へら鮒釣り経験者又は未経験者 

【募集方法】釣り新聞、雑誌、各釣具店、管理池等を通じてチラシを配布するほか、当社団

のホームページにおいて募集する。 

 

３．社会貢献・普及事業 

【内容】へら鮒釣りの普及振興のために、近隣住民と協力しながら行っていく事業である。

へら鮒釣りは誰でもが一生を通じて楽しむことができる生涯スポーツであり、特に高齢者

の余暇活動の充実や健康の保持増進など国民生活の実現に寄与していくものである。 

 

１）釣り堀事業 

【内容】当協会が認定するへら鮒釣り場のおいて、今後高齢化が進んでいくなかで健康の保

持増進や余暇活動に寄与し、またスポーツの一環として活動していく。プロ・アマ関係なく

釣りを手軽に楽しむ娯楽の場所である。また日々の練習の場であったり、地区交流の場など

コミュニケーションが取れる場所となっている。また一般者やファミリー（親子）などに釣

り体験を実施し、当協会の指導員が指導にあたる。 



子ども育成事業の一環として、へら鮒釣りの体験を企画しており、、今期はいなべ市放課後

子供教室にて、へら鮒釣り体験教室を行い、小学１年生から６年生にへら鮒釣りの無料体験

教室を、７月から１０月の 4 ヵ月間４回実施する。尚雨天の場合は中止とする。 

【対象者】一般の方。 

 

４．競技大会に関する事業 

【内容】競技大会を通じて、広範なアマチュアが日頃鍛えた実力を発揮できる環境を作り、

その上として誰もが憧れるプロの大会を開催する。また、誰もが参加できるオープンな大会

なども開催し、プロと一緒に競う事で、技術の向上などを図る。また、大会の規模により制

限（プロが参加出来る等）を設け、広く一般に誰もが参加していただけるように努めてまい

ります。なお、当事業を開催するに当たり、「当せん金付証票の発売、釣りに関するマナー

の教育、釣りに関する資格の検定の実施及び認定、技芸・スポーツ又は知識の教授等」に関

し、「ＪＨＰＡ 日本へら鮒プロ認定協会」の商標登録を行っています（登録第４７０２４

００号）。 

 

１）ＪＨＰＡ主催の競技大会 

 

【内容】当協会は、アマチュアでも参加できる協議会を開催し、一部プロのみが参加できる

協議会も開催する。 

 

【アマチュア向け】 

〇一般者へら鮒釣り大会 

誰もが参加できる大会であり、自分の力を発揮できる場所となっている。開催は当協会の認

定池で年１１回行う。 

 

【プロ向け】 

〇ＪＨＰＡトーナメント大会 

参加選手全員で一日を通し釣りをして総重量で勝敗を決めるオーソドックスな対戦となっ

ています。審判員の人数の振り分けは、３０名に対して審判員は２～３名が必要である。当

協会の認定池で年５回開催する。 

〇マッチプレー勝抜きトーナメント大会 

１対１の対戦でのトーナメント勝抜き戦で３時間を目途に１５枚早く釣った時点で競技終

了となる。総重量勝負で早く釣った選手が勝つという気の抜けない競技であり、総重量勝負

のため、１５枚釣れなくても勝抜ける可能性もあり、見ごたえのある競技となっている。審

判員は１組で１人となるため、参加人数が多いほど審判員も必要となる。開催は当協会の認

定池で行う。 

【対象者】一般の方又はプロライセンス取得者 



令和３年度 事業報告書 

 

 公益社団法人日本へら鮒プロ認定協会は、へら鮒釣りのプロスポーツ化及びアマチュア

の普及振興を通じ、地域住民の健康の保持増進、余暇活動の充実並びに青少年の健全な育成

に寄与する事業を行っている。 

 

１． プロライセンス認定事業 

プロライセンス受験資格を有する者に対し、ＪＨＰＡ公認による資格の認定登録を行い、

理事会において、随時認定を行った。プロライセンスを認定された者は、当協会のプロトー

ナメントに出場することができ、加えて、へら鮒釣りに関し、アマチュア等への普及振興に

務めている。 

アマチュアトーナメント大会にて優秀な成績を残された平野正光さんを理事会において

推薦し、プロライセンス認定を理事会において承認された(令和３年１１月５日)。合計でプ

ロプロライセンス取得者１６名となった。 

 

２．講座、セミナー及び育成事業 

資格付与後についても継続的に養成の為の研修を行い、新しい情報の共有や技術並びに

指導技術の資質向上を図った。また、へら鮒釣りを通じて、他人とふれあいコミュニケーシ

ョンを深め、釣りスポーツの楽しさやルールを守ることの大切さなど、実体験をもって児童

及び青少年の健全な育成を目的としており、育成事業として、いなべ市放課後子ども教室に

むけて、へら鮒釣り体験教室を行った。体験教室は、小学１～６年生へ７月～１０月の各月

１回・計４回開催した。親子ペア１１組に対し、協会認定プロ１０名が釣り方を教え、へら

鮒釣りの楽しさやへら鮒の引きの強さを感じてもらい、大盛況であった。 

 

３．社会貢献・普及事業 

へら鮒釣りの普及振興のために、近隣住民と協力しながら行っていく事業である。へら鮒

釣りは誰でもが一生を通じて楽しむことができる生涯スポーツであり、特に高齢者の余暇

活動の充実や健康の保持増進など国民生活の実現に寄与していくものである。 

 

４．競技大会に関する事業 

競技大会を通じて、広範なアマチュアが日頃鍛えた実力を発揮できる環境を作り、誰もが

憧れるプロの大会を開催。また誰もが参加できるオープン大会なども開催し、プロと一緒に

競う事で、技術の向上などを図った。また、大会の規模によっては、プロの参加者数に制限

を設け、広く一般に誰もが参加していただいた。 

 



１）ＪＨＰＡ主催の競技大会 

 

一般者へら鮒釣り大安池アマチュアトーナメント大会 

誰もが参加出来る大会であり、自分の力を発揮できる場所となっており、当大会を通じて参

加者の心身の健全な発達に寄与し、又は豊かな人間性を涵養することを目的としている。今

年度は、当協会の認定池で１１度の予選大会、１１月７日に決勝大会を開催した。予選参加

人数は３１７名であり、決勝大会へ勝ち進んだのは３５名。今年度は、いなべ市長杯大会と

なっており、優勝者へはいなべ市長杯の優勝カップが贈呈された。 

 

第五クラブ合同会釣り大会 

協会主催第五クラブ合同会は、東海３県と関西からの合同会です。９クラブが集まり合同会

を行った。第五日曜日に開催。クラブで年に３回～４回。令和２年３月から５月・８月・  

１１月とへら鮒釣りトーナメント大会を開催した。参加人数は１１９名。勝ち抜いた２０名

にて１２月１２日決勝大会を開催した。 

 

第２回プロ・アマチュア合同大会 

誰もが参加できる大会であり、自分の力を発揮できる場所となっており、当大会を通じて参

加者の心身の健全な発達に寄与し、又は豊かな人間性を涵養することを目的としている。今

年度から来年度にかけて当協会の認定池で１１度予選会を行っており、決勝大会は来年度

８月１４日に開催予定である。 

 

ＪＨＰＡ公認プロトーナメント大会 

参加選手全員で１日を通し釣りをして総重量で勝敗を決めるオーソドックスな対戦となっ

ており、当大会を通じて参加者の心身の健全な発達に寄与し、又は豊かな人間性を涵養する

ことを目的としている。審判員の人数の振り分けは、３０名に対して審判員は２～３名が必

要である。今年度は７月から１１月の期間に５回開催した。 

 

プロ向けマッチプレー勝抜きトーナメント大会 

１対１の対戦でのトーナメント勝抜き戦で午前３時間、席替えを行い午後３時間での総重

量勝負の大会となっている。総重量勝負の為、枚数が釣れなくても勝ち抜ける可能性があり、

気の抜けない見ごたえのある競技となっている。１２名のプロの総当たり戦となっており、

１２月から翌年１０月を大会期間とし、勝敗を決定。優勝者は山田プロ、２位鈴木プロ、  

３位芦原プロであった。 



（単位：円）
科　　　　目 公益目的事業会計 法人会計 合計

Ⅰ  一般正味財産増減の部
   1. 経常増減の部
     (1)経常収益
        ①受取会費
            受取会費 182,000 182,000 364,000
        ②事業収益
            施設管理事業収益 3,658,350 3,658,350
            競技大会事業収益 70,000 70,000
        ③受取寄付金
            受取寄付金 83,495 83,495 166,990
        ④雑収益
            受取利息 15 15
            雑収益 117,956 117,956
        経常収益計 4,111,816 265,495 4,377,311
     (2)経常費用
        ①事業費
            給料手当 841,234 841,234
            福利厚生費 232,601 232,601
            物品仕入 664,727 664,727
            手数料 117,100 117,100
            旅費交通費 0 0
            通信運搬費 355,474 355,474
　　　　　　水道光熱費 123,589 123,589
            減価償却費 16,178 16,178
            消耗品費 791,365 791,365
            車両維持費 217,655 217,655
            修繕費 106,342 106,342
            賃借料 0 0
            保険料 86,750 86,750
            施設管理費 0 0
            賞金賞品費 305,072 305,072
　　　　　　特許使用料 0 0
            雑費 268,100 268,100
          事業費計 4,126,187 0 4,126,187
        ②管理費
            給料手当 84,000 84,000
　　　　　　通信運搬費 0 0
　　　　　　消耗品費 12,655 12,655
　　　　　　租税公課 0 0
　　　　　　修繕費 0 0
            会議費 52,690 52,690
            渉外費 19,680 19,680
            減価償却費 2,855 2,855
            賃借料 0 0
            雑費 6,100 6,100
          管理費計 0 177,980 177,980
        経常費用計 4,126,187 177,980 4,304,167
          当期経常増減額 △ 14,371 87,515 73,144
   2. 経常外増減の部
     (1)経常外収益
        経常外収益計 0 0 0
     (2)経常外費用
        経常外費用計 0 0 0
          当期経常外増減額 0 0 0
          税引前当期一般正味財産増減額 △ 14,371 87,515 73,144
          法人税、住民税及び事業税 0 0
          当期一般正味財産増減額 △ 14,371 87,515 73,144
          一般正味財産期首残高 1,976,019
          一般正味財産期末残高 2,049,163
Ⅱ  指定正味財産増減の部
          当期指定正味財産増減額 0 0 0
          指定正味財産期首残高 0
          指定正味財産期末残高 0
Ⅲ  正味財産期末残高 2,049,163

正味財産増減計算書

令和 3年 4月 1日 から令和 4年 3月 31日 まで





 

 財産目録 

財 産 目 録 
令和 4 年 3 月 31 日現在 

                                     （単位：円） 

貸借対照表科目 場所・物量等 使用目的等 金額 

（流動資産） 

 

 

 

 

 

 

   

現金 

預金 

 

 

積立金 

 

 

立替金 

 

手元保管 

 

普通預金 

桑名三重信金員弁支店 

 

手元保管 

 

 

手元保管 

 

運転資金として 

 

運転資金として 

 

 

へら鮒購入資金として 

桟橋修繕資金として 

 

運転資金として 

 

23,741 

 

1,552,493 

 

 

60,000 

20,000 

 

41,500 

流動資産合計   1,697,734 

（固定資産） 

特定資産 

 

その他固

定資産 

 

 

特許積立資産  

 

 

建物 

 

 

構築物 

 

 

ゆうちょ銀行 

 

 

いなべ市大安町 

２３５６ 

 

いなべ市大安町 

    ２３５６ 

 

 

公益目的事業の積立資産であり、特許権の更

新の支払いのため管理されている預金 

 

公益目的保有財産であり、公益目的事業に使

用している。 

 

公益目的保有財産であり、公益目的事業に使

用している。 

 

 

253,221 

 

 

98,207 

 

 

 1 

固定資産合計  351,429 

資産合計 2,049,163 

（流動負債） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

流動負債合計  0 

（固定負債）     

固定負債合計  0 

負債合計 0 

正味財産 2,049,163 

 

 

 

 



（単位：円）

科　目　名 当年度 前残高 増    減

Ⅰ　資産の部

　1.流動資産

　　　　現金 23,741 12,613 11,128

　　　　普通預金 1,552,493 1,508,445 44,048

　　　　積立金 80,000 108,000 -28,000

　　　　立替金 41,500 36,500 5,000

　　流動資産計 1,697,734 1,665,558 32,176

　2.固定資産

　(2)特定資産

　　 　　特許積立資産 253,221 193,220 60,001

　　 特定資産計 253,221 193,220 60,001

　(3)その他固定資産

　　 その他固定資産計

　　　　 建物 98,207 117,240 -19,033

　　 　　構築物 1 1 0

　　 その他固定資産計 98,208 117,241 -19,033

　　固定資産計 351,429 310,461 40,968

　資産の部計 2,049,163 1,976,019 73,144

Ⅱ　負債の部

　1.流動負債

　　　　未払法人税等 0 0 0

　　流動負債計 0 0 0

　2.固定負債

　　固定負債計 0 0 0

　負債の部計 0 0 0

Ⅲ　正味財産の部

　1.指定正味財産 0 0 0

　2.一般正味財産 2,049,163 1,976,019 73,144

　正味財産の部計 2,049,163 1,976,019 73,144

　負債及び正味財産計 2,049,163 1,976,019 73,144

貸　借　対　照　表
令和　　４年　　３月　３１日　現在



財務諸表に対する注記 

 

１. 継続事業の前提に関する注記 

 

２．重要な会計方針 

(1) 消費税等の会計処理 税込処理によっている。 

３．会計方針の変更 

 変更なし。 

４．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高 

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。 

（単位：円） 

科 目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 

特定資産 

特許積立資産 193,220 60,001  253,221 

合 計 169,060 140,000 115,840 193,220 

 

５．基本財産及び特定資産の財源等の内訳 

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。 

（単位：円） 

科 目 当期末残高 

（うち指定正

味財産からの

充当額） 

（うち一般正

味財産からの

充当額） 

（うち負債に

対応する額） 

特定資産 

特許積立資産 253,221 － 253,221 － 

合 計 253,221 － 253,221 － 

 

６．重要な後発事象 

７．その他 

 

附属明細書 

１．基本財産及び特定資産の明細 

      財務諸表に対する注記「4. 基本財産及び特定資産の増減額及びその残高」に記載し

ている。 

 

２．引当金の明細 

        引当金は経常していないため省略する。 









令和２年度 事業報告書 

 

 公益社団法人日本へら鮒プロ認定協会は、へら鮒釣りのプロスポーツ化及びアマチュア

の普及振興を通じ、地域住民の健康の保持増進、余暇活動の充実並びに青少年の健全な育成

に寄与する事業を行っている。 

 

１． プロライセンス認定事業 

プロライセンス受験資格を有する者に対し、ＪＨＰＡ公認による資格の認定登録を行い、

理事会において、随時認定を行った。プロライセンスを認定された者は、当協会のプロトー

ナメントに出場することができ、加えて、へら鮒釣りに関し、アマチュア等への普及振興に

務めている。 

アマチュアトーナメント大会にて優秀な成績を残された安藤昌宏さんを理事会において

推薦し、プロライセンス認定を理事会において承認された(令和２年５月１７日)。合計でプ

ロプロライセンス取得者１５名となった。 

 

２．講座、セミナー及び育成事業 

資格付与後についても継続的に養成の為の研修を行い、新しい情報の共有や技術並びに

指導技術の資質向上を図った。また、へら鮒釣りを通じて、他人とふれあいコミュニケーシ

ョンを深め、釣りスポーツの楽しさやルールを守ることの大切さなど、実体験をもって児童

及び青少年の健全な育成を目的としており、育成事業として、いなべ市放課後子ども教室に

むけて、へら鮒釣り体験教室を行った。体験教室は、小学１～６年生へ７月～１０月の各月

１回・計４回開催した。親子ペア１１組に対し、協会認定プロ１０名が釣り方を教え、へら

鮒釣りの楽しさやへら鮒の引きの強さを感じてもらい、大盛況であった。 

 

３．社会貢献・普及事業 

へら鮒釣りの普及振興のために、近隣住民と協力しながら行っていく事業である。へら鮒

釣りは誰でもが一生を通じて楽しむことができる生涯スポーツであり、特に高齢者の余暇

活動の充実や健康の保持増進など国民生活の実現に寄与していくものである。 

 

４．競技大会に関する事業 

競技大会を通じて、広範なアマチュアが日頃鍛えた実力を発揮できる環境を作り、誰もが

憧れるプロの大会を開催。また誰もが参加できるオープン大会なども開催し、プロと一緒に

競う事で、技術の向上などを図った。また、大会の規模によっては、プロの参加者数に制限

を設け、広く一般に誰もが参加していただいた。 

 



１）ＪＨＰＡ主催の競技大会 

 

一般者へら鮒釣り大安池アマチュアトーナメント大会 

誰もが参加出来る大会であり、自分の力を発揮できる場所となっており、当大会を通じて参

加者の心身の健全な発達に寄与し、又は豊かな人間性を涵養することを目的としている。今

年度は、当協会の認定池で１１度の予選大会、１１月７日に決勝大会を開催した。予選参加

人数は３１７名であり、決勝大会へ勝ち進んだのは３５名。今年度は、いなべ市長杯大会と

なっており、優勝者へはいなべ市長杯の優勝カップが贈呈された。 

 

第五クラブ合同会釣り大会 

協会主催第五クラブ合同会は、東海３県と関西からの合同会です。９クラブが集まり合同会

を行った。第五日曜日に開催。クラブで年に３回～４回。令和２年３月から５月・８月・  

１１月とへら鮒釣りトーナメント大会を開催した。参加人数は１１９名。勝ち抜いた２０名

にて１２月１２日決勝大会を開催した。 

 

ＪＨＰＡ公認プロトーナメント大会 

参加選手全員で１日を通し釣りをして総重量で勝敗を決めるオーソドックスな対戦となっ

ており、当大会を通じて参加者の心身の健全な発達に寄与し、又は豊かな人間性を涵養する

ことを目的としている。審判員の人数の振り分けは、３０名に対して審判員は２～３名が必

要である。今年度は７月から１１月の期間に５回開催した。 

 

プロ向けマッチプレー勝抜きトーナメント大会 

１対１の対戦でのトーナメント勝抜き戦で午前３時間、席替えを行い午後３時間での総重

量勝負の大会となっている。総重量勝負の為、枚数が釣れなくても勝ち抜ける可能性があり、

気の抜けない見ごたえのある競技となっている。１２名のプロの総当たり戦となっており、

１２月から翌年１０月を大会期間とし、勝敗を決定。優勝者は丸毛プロ、２位鈴木プロ、  

３位上川畑プロであった。 



（単位：円）
科　　　　目 公益目的事業会計 法人会計 合計

Ⅰ  一般正味財産増減の部
   1. 経常増減の部
     (1)経常収益
        ①受取会費
            受取会費 157,500 157,500 315,000
        ②事業収益
            施設管理事業収益 3,803,320 3,803,320
            競技大会事業収益 51,000 51,000
        ③受取寄付金
            受取寄付金 524,369 524,369 1,048,738
        ④雑収益
            受取利息 16 16
            雑収益 121,837 121,837
        経常収益計 4,658,042 681,869 5,339,911
     (2)経常費用
        ①事業費
            給料手当 965,495 965,495
            福利厚生費 192,482 192,482
            物品仕入 1,044,138 1,044,138
            手数料 67,310 67,310
            旅費交通費 3,918 3,918
            通信運搬費 187,395 187,395
　　　　　　水道光熱費 115,713 115,713
            減価償却費 20,537 20,537
            消耗品費 1,013,096 1,013,096
            車両維持費 188,904 188,904
            修繕費 181,804 181,804
            賃借料 0 0
            保険料 94,010 94,010
            施設管理費 0 0
            賞金賞品費 308,914 308,914
　　　　　　特許使用料 115,840 115,840
            雑費 403,450 403,450
          事業費計 4,903,006 0 4,903,006
        ②管理費
            給料手当 120,000 120,000
　　　　　　通信運搬費 2,190 2,190
　　　　　　消耗品費 82,330 82,330
　　　　　　租税公課 1,400 1,400
　　　　　　修繕費 60,000 60,000
            会議費 1,252 1,252
            渉外費 9,365 9,365
            減価償却費 3,528 3,528
            賃借料 90,000 90,000
            雑費 63,322 63,322
          管理費計 0 433,387 433,387
        経常費用計 4,903,006 433,387 5,336,393
          当期経常増減額 △ 244,964 248,482 3,518
   2. 経常外増減の部
     (1)経常外収益
        経常外収益計 0 0 0
     (2)経常外費用
        経常外費用計 0 0 0
          当期経常外増減額 0 0 0
          税引前当期一般正味財産増減額 △ 244,964 248,482 3,518
          法人税、住民税及び事業税 0 0
          当期一般正味財産増減額 △ 244,964 248,482 3,518
          一般正味財産期首残高 1,972,501
          一般正味財産期末残高 1,976,019
Ⅱ  指定正味財産増減の部
          当期指定正味財産増減額 0 0 0
          指定正味財産期首残高 0
          指定正味財産期末残高 0
Ⅲ  正味財産期末残高 1,976,019

正味財産増減計算書

令和 2年 4月 1日 から令和 3年 3月 31日 まで





 

 財産目録 

財 産 目 録 
令和 3 年 3 月 31 日現在 

                                     （単位：円） 

貸借対照表科目 場所・物量等 使用目的等 金額 

（流動資産） 

 

 

 

 

 

   

現金 

預金 

 

 

積立金 

 

立替金 

 

手元保管 

 

普通預金 

桑名三重信金員弁支店 

 

手元保管 

 

手元保管 

 

運転資金として 

 

運転資金として 

 

 

へら鮒購入資金として 

 

運転資金として 

 

12,613 

 

1,508,445 

 

 

108,000 

 

36,500 

流動資産合計   1,665,558 

（固定資産） 

特定資産 

 

その他固

定資産 

 

 

特許積立資産  

 

 

建物 

 

 

構築物 

 

 

ゆうちょ銀行 

 

 

いなべ市大安町 

２３５６ 

 

いなべ市大安町 

    ２３５６ 

 

 

公益目的事業の積立資産であり、特許権の更

新の支払いのため管理されている預金 

 

公益目的保有財産であり、公益目的事業に使

用している。 

 

公益目的保有財産であり、公益目的事業に使

用している。 

 

 

193,220 

 

 

117,240 

 

 

 1 

固定資産合計  310,461 

資産合計 1,976,019 

（流動負債） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

流動負債合計  0 

（固定負債）     

固定負債合計  0 

負債合計 0 

正味財産 1.976,019 

 

 

 

 

 



（単位：円）

科　目　名 当年度 前残高 増    減

Ⅰ　資産の部

　1.流動資産

　　　　現金 12,613 2,460 10,153

　　　　普通預金 1,508,445 1,664,675 -156,230

　　　　積立金 108,000 170,000 -62,000

　　　　立替金 36,500 0 36,500

　　流動資産計 1,665,558 1,837,135 -171,577

　2.固定資産

　(2)特定資産

　　 　　特許積立資産 193,220 169,060 24,160

　　 特定資産計 193,220 169,060 24,160

　(3)その他固定資産

　　 その他固定資産計

　　　　 建物 117,240 7,664 109,576

　　 　　構築物 1 542 -541

　　 その他固定資産計 117,241 8,206 109,035

　　固定資産計 310,461 177,266 133,195

　資産の部計 1,976,019 2,014,401 -38,382

Ⅱ　負債の部

　1.流動負債

　　　　未払法人税等 0 41,900 -41,900

　　流動負債計 0 41,900 -41,900

　2.固定負債

　　固定負債計 0 0 0

　負債の部計 0 41,900 -41,900

Ⅲ　正味財産の部

　1.指定正味財産 0 0 0

　2.一般正味財産 1,976,019 1,972,501 3,518

　正味財産の部計 1,976,019 1,972,501 3,518

　負債及び正味財産計 1,976,019 2,014,401 -38,382

貸　借　対　照　表
令和　　３年　　３月　３１日　現在



財務諸表に対する注記 

 

１. 継続事業の前提に関する注記 

 

２．重要な会計方針 

(1) 消費税等の会計処理 税込処理によっている。 

３．会計方針の変更 

 変更なし。 

４．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高 

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。 

（単位：円） 

科 目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 

特定資産 

特許積立資産 169,060 140,000 115,840 193,220 

合 計 169,060 140,000 115,840 193,220 

 

５．基本財産及び特定資産の財源等の内訳 

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。 

（単位：円） 

科 目 当期末残高 

（うち指定正

味財産からの

充当額） 

（うち一般正

味財産からの

充当額） 

（うち負債に

対応する額） 

特定資産 

特許積立資産 193,220 － 193,220 － 

合 計 193,220 － 193,220 － 

 

６．重要な後発事象 

７．その他 

 

附属明細書 

１．基本財産及び特定資産の明細 

      財務諸表に対する注記「4. 基本財産及び特定資産の増減額及びその残高」に記載し

ている。 

 

２．引当金の明細 

        引当金は経常していないため省略する。 
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